
 
【夢や希望をもって 未来をひらく児童の育成】 

『よく考える子ども』(知育) か し こ く  

  『思いやりのある子ども』(徳育) や さ し く  

  『たくましい子ども』(体育) たくましく 

 

 

 

 ６月１４日（土）にふれあい親子活動・引渡訓練を実施しました。 

 初めにふれあい親子活動が行われました。ＰＴＡ教養委員会の方々に

運営していただき、ＡＰスポーツの渡辺様に講師としてお越しいただ

き、仰向け状態で足の裏の上にして片方の靴を乗せ、落とさないように

体を半回転させたり、結んだタオルを投げ上げて落ちてきたところをキ

ャッチしたりと、様々な動きを教えていただきました。また、親子運動

では、子どもがお家の方に抱っこされ、両足で挟まれた状態から脱出し

たり、床のタオルを合図で取り合ったりするゲームを行いました。 

 その後、引き渡し訓練が行われました。メール（ｅメッセージ）で保

護者に連絡して迎えに来てもらい、体育館校舎側出入口で児童を直接保

護者へ引き渡しました。これは自然災害や不審者出現などの非常事態が

起きたときのための訓練として行っています。 

            

 

 

 

本校では、１年生から６年生までの縦割りの清掃班で行う「ふれあい班活動」として、年

５回計画しています。この活動は集会活動等の時間（13:30～13:50、普段は清掃の時間）に行

い、レクリエーション活動などを通して、異学年間の交流・交友を深めています。 

７月２日（水）に２回目を実施しました。この日は暑さ指数（WBGT）を考慮して、全て屋内

で行いました。レクリエーションの内容は６年生が中心となって考え、各教室に分かれて、 

「トランプ」「ジェスチャークイズ」「お絵かきゲーム」「いすとりゲーム」「イントロクイズ」

などで楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

６月 27日と７月 11日に､下学年の児童対象に「おはなしこすずめの会」

の方に読み聞かせをしていただきました。「おはなしこすずめの会」は、

三春町内の小学校や幼稚園等で活動されているそうですが、御木沢公民館

長さんより紹介いただいて、今年度より御木沢小

学校でも実施していただくことになりました。年

６回ほど予定しています。子どもたちはお話や読

み聞かせを食い入るように聞き、その本の世界に

想像を膨らませながら浸っていました。 
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 ７月８日（火）に給食試食会が行われまし

た。１１名の保護者の方が参加してください

ました。献立は、「食パン」「牛乳」「米粉ワ

ンタンのラザニア」「ブロッコリーサラダ」

「ピーマンとかぼちゃの味噌カレースープ」

「手作りブルーベリージャム」でした。 

その後､今年度２回目の授業参観を実施しました。4月と比べて､

またひとつ成長したこどもたちの姿を見ていただけたのではないか

と思います。その後に開かれました学年懇談会へのご参加もありが

とうございました。 

 
 

７月後半と８月の行事 
 
１６日（水）三春町特別支援学級交流会 

夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動（～２５日） 
１７日（木）愛校活動 
１８日（金）全校集会、通学班反省会、ＡＬＴ来校 
２１日（月） ● 海の日、夏季休業（～8/24） 
＜８月＞ 
２３日（土）ＰＴＡ奉仕作業 
２５日（月）授業開始日、全校集会 
２６日（火）発育測定（低学年）、クラブ活動 
２７日（水）発育測定（中学年､わかば学級） 
２８日（木）読み聞かせ（低学年） 
      発育測定（高学年） 
      見学学習（３年・ＪＡ西部アグリ） 

 
８月と９月前半の行事 

 
＜８月＞ 
２９日（金）見学学習（１・３・５年、郡山市美術館） 
＜９月＞ 
１日（月）森林環境学習（１・３年） 
２日（火）陸上練習（５・６年・田村市陸上競技場） 
３日（水）見学学習（４年・コミュタン福島） 

      ＡＬＴ来校 
 ４日（木）ふれあい班活動、クラブ活動 
８日（月）４校時限、弁当の日（教員研修会） 
９日（火）陸上練習（５・６年・田村市陸上競技場） 

１１日（木）ふれあい集会（陸上壮行会） 
１５日（月） ● 敬老の日 

 

 ＜６／２３ 全校集会＞ 
皆さんは調子のよいときと悪いときがありませんか。勉強や習い事でも、やる気が出て

練習するのが楽しくていくらでもできそうなときと、なんだかやる気にならなくて、練習
もつまらなくて、取りかかる気にもならないときがあるのではないでしょうか。 
調子がよいときはどんどん練習すればよいのですが、反対に調子が悪いときには、どう

しても怠けたくなりますよね。人間だからそういうときがあるのは仕方がないと思います｡ 
しかし、当たり前のことですが、過ぎ去ってしまった時間は元には戻ってきません。怠

けていて何もしないで過ぎてしまった時間は無駄な時間となってしまいます。ですから、
できればその時間を有効に使って、たくさん勉強したり練習したりしたいものです。 
こう言うと、「時間ばかりかけてもだめじゃないか。」と思うかもしれませんが、そうで

もないようです。一流と言われる人たちは、やはりたくさんの時間を使って練習している
のだそうです。 
実は、世の中のいろいろな分野で一流と言われる人たちとその時間との関係を調べた、

エリクソンという学者がいます。エリクソンは「一流」とか「天才」と呼ばれるようにな
った人たちと、「二流」とか「三流」と呼ばれる人たちとでは、一体何が違うのかを明ら
かにしようとしました。すると、１つ違いがわかってきたそうです。 
一流と呼ばれる人は、７歳から 20歳の間に、平均して 10,000時間の練習をしていたの

だそうです。これに対して、一流でない方のグループの人たちは、同じく７歳から 20歳
の間に、平均して 5,000時間の練習をしていたそうです。さらに、天才とか一流とか言わ
れた人たちは集中して練習した時間があったそうです。そして、その集中して練習した時
期が早ければ早いほど一流になっているのだそうです。 
つまり、なるべく早い時期に、たくさんの時間をかけて、集中して練習に取り組む事が

大事だと言うことです。 
今、ちょっとやる気が出なくて集中できない人もいるかと思いますが、将来の自分を思

い描き、ここでもう一踏ん張りしてみるとよいと思います。勉強や習い事が好きになり、
楽しんで練習できるのが一番です。 
 早速、今日から「早めに、時間をかけて、集中して」がんばってみましょう。 

 


